


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-19 特筆すべき動物（エサキアメンボ）調査地点位置図 
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（3）調査方法 

1) カワラハンミョウ（成虫）、ヤマトバッタ 

調査範囲（図 3.2-17）のうち、これらの生息環境である海浜部分を中心として調査を実施

し、対象種が最も活発に活動する時期の、概ねの生息範囲、生息密度、生息数（概数）を把

握した。 

①調査ライン（長さ 100ｍ×幅 5ｍ）を複数（カワラハンミョウ、ヤマトバッタについて

23 本）設定し、確認個体数を野帳に記録した。 

②ライン設定にあたっては、比較のため原則的に昨年度調査と同様としたが、今年度実施

予定のグラウンド跡地の砂入れ替え地についても考慮し、設定前に任意調査を実施の上、

概ねの分布範囲から適切なラインを設定し、ライン設定の理由を事前に監督員に説明し

た。なお、過年度調査ラインについては、過年度成果である GPS 座標を参考に設定した。 

③調査時期について、「環境保全基礎調査」担当コンサルタントにヒアリングを行い設定し、

事前に監督員に報告し了承を得た。 

④カワラハンミョウは、三重県指定希少野生動植物種の指定種であることから、調査実施

にあたり、捕獲等の届出を行った。 

 

2) カワラハンミョウ（幼虫） 

巣穴数が最も多い時期の概ねの、生息範囲、生息密度、及び生息数（概数）を把握した。 

①調査範囲（図 3.2-18）において、堤防より海に向かう方向に幅 5ｍのラインを設定し、

カワラハンミョウ幼虫の巣穴を 1ｍ間隔（5㎡＝1ｍ×5ｍ）毎に計数した。ラインの設定

にあたっては、「環境保全基礎調査」担当コンサルタント設定ライン（ライン 4～10）を

基準として、ライン 1～3についてはライン 4から北側に 50ｍ間隔で、ライン 11～14 に

ついてはライン 10から南側に 50ｍ間隔で平行に設定した。なお、過年度成果である GPS

座標も参考とした。また、設定前に現地を踏査、概ねの巣穴の分布範囲を把握し、上記

による設定が妥当であることを確認し、監督員に報告した。 

②調査時期について、「環境保全基礎調査」担当コンサルタントにヒアリングを行い設定し、

事前に監督員に報告し了承を得た。 

③カワラハンミョウ（幼虫を含む）は、三重県指定希少野生動植物種の指定種であること

から、調査実施にあたり、捕獲等の届出を行った。 

 

3) エサキアメンボ 

調査範囲（図 3.2-19）及びその周辺においてヨシやガマ類などの抽水植物が密集した水域

を踏査し、目視観察によりエサキアメンボの生息確認を行った。 

調査にあたっては、継続して確認されているヨシ仮保全地（Ｊ地区）での確認の他、その

他の調査地点での確認に努めるとともに、調査地点の環境も把握し、生息の可能性について

検討を行った。 
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    ①カワラハンミョウ（成虫） 

カワラハンミョウの生態及び確認状況を表 3.2-29 に、確認個体数の調査結果を表 

3.2-30 に、平成 14年度から平成 26 年度までの経年比較を表 3.2-31 及び図 3.2-20、図 

3.2-21 に示す。 

現地調査の結果、カワラハンミョウ成虫はライン 2を除く全てのラインで確認された。

最も確認数が多かったのは、ライン 12であった。 

また、今年度より追加した砂入れ替え地のライン 16～23 においても、カワラハンミョ

ウは確認された。 

継続して調査を実施してきたライン 1～15 における今年度確認数は、平成 21 年度以降

では最も多く、6.2 個体／ラインと昨年度の 3倍近くとなっていた。 

区域別では、平成 15 年度及び 18 年度以外未確認であった区域 1 で、1 個体が確認さ

れた。区域 2では、平成 25 年度の 2倍に、区域 4では 3倍に増加した。区域 3では、平

成 25年度とほぼ同様の確認であった。 

経年変化をみると、平成 19 年度以降減少していた確認数が、今年度増加に転じた。 

一般的に昆虫類は個体数は増減があり、気象条件によっても変動することから、今後

も継続して調査を行い、個体数の増減状況について留意する必要がある。 

なお、今年度割追加したライン 16～23 では、全てのラインで生息を確認しており、砂

入れ替え地に該当するライン 16、17、22、23 においても、3.5～9.0 個体／ラインと、

全体平均である 6.2 個体／ラインと同等の確認であったことから、砂入れ替え地は、カ

ワラハンミョウの成虫の生息に適した環境にあると考えられる。 
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表 3.2-30 カワラハンミョウ成虫の確認個体数 

第1回 第2回 平均

L01 1 0 0.5

L02 0 0 0.0

L03 3 3 3.0

L04 2 3 2.5

L05 6 2 4.0

L06 5 14 9.5

L07 8 1 4.5

L08 14 9 11.5

L09 5 2 3.5

L10 11 4 7.5

L11 5 5 5.0

L12 27 19 23.0

L13 8 10 9.0

L14 9 7 8.0

L15 0 5 2.5

L16 11 7 9.0

L17 4 3 3.5

L18 8 5 6.5

L19 9 5 7.0

L20 7 6 6.5

L21 1 6 3.5

L22 3 8 5.5

L23 4 8 6.0

合計 151 132 141.5

ライン
カワラハンミョウ確認個体数

 

 

表 3.2-31 カワラハンミョウ成虫のライン別の確認個体数の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域 ライン H14 H15 H16 H17
H18(2回
の平均)

H19(2回
の平均)

H20(2回
の平均)

H21(2回
の平均)

H22(2回
の平均)

H23(2回
の平均)

H24(2回
の平均)

H25(2回
の平均)

H26(2回
の平均)

1 0.0 1.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

2 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 0.0 1.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3
3 1.0 0.0 0.0 5.0 1.5 18.5 9.5 0.0 8.0 0.5 1.0 0.5 3.0

4 16.0 0.0 2.0 2.0 5.0 24.5 14.5 1.0 3.5 3.0 0.5 0.5 2.5

5 12.0 4.0 2.0 0.0 9.0 5.0 4.0 5.0 12.0 8.5 0.5 0.0 4.0

6 3.0 11.0 1.0 8.0 14.0 30.5 21.5 11.0 6.0 10.5 5.5 5.0 9.5

平均 8.0 3.8 1.3 3.8 7.4 19.6 12.4 4.3 7.4 5.6 1.9 1.5 4.8
7 1.0 1.0 2.0 1.0 10.0 13.5 6.5 0.0 3.5 4.5 0.5 6.5 4.5

8 12.0 4.0 0.0 3.0 11.5 41.0 11.0 0.5 3.0 3.0 10.0 4.0 11.5

9 21.0 5.0 1.0 6.0 9.5 4.5 1.0 1.0 2.5 4.5 1.5 0.5 3.5

10 5.0 2.0 0.0 1.0 13.0 9.0 4.5 5.5 3.5 2.0 4.0 1.5 7.5

平均 9.8 3.0 0.8 2.8 11.0 17.0 5.8 1.8 3.1 3.5 4.0 3.1 6.8
11 5.0 5.0 14.0 2.0 11.0 21.5 22.0 0.0 3.5 4.0 2.0 4.0 5.0

12 25.0 10.0 5.0 6.0 14.0 69.5 38.0 4.5 10.0 4.5 4.0 5.5 23.0

13 10.0 8.0 9.0 4.0 19.0 23.0 6.0 3.5 8.5 2.5 4.5 3.0 9.0

14 9.0 29.0 14.0 6.0 24.5 23.5 13.5 12.0 3.0 8.0 3.5 3.0 8.0

15 1.0 7.0 1.0 5.0 1.0 3.5 3.5 7.0 4.0 0.0 1.5 1.5 2.5

平均 10.0 11.8 8.6 4.6 13.9 28.2 16.6 5.4 5.8 3.8 3.1 3.4 9.5
121.0 88.0 51.0 49.0 144.5 287.5 155.5 51.0 71.0 55.5 39.0 35.5 94.0

8.1 5.9 3.4 3.3 9.6 19.2 10.4 3.4 4.7 3.7 2.6 2.4 6.3全体平均値

区域１

区域２

区域３

区域４

全体合計数
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表 3.2-33 ヤマトバッタの確認個体数 

第1回 第2回 平均

L01 14 14 14.0

L02 12 9 10.5

L03 5 3 4.0

L04 6 7 6.5

L05 22 18 20.0

L06 3 3 3.0

L07 0 0 0.0

L08 3 0 1.5

L09 14 7 10.5

L10 16 12 14.0

L11 0 0 0.0

L12 10 11 10.5

L13 17 24 20.5

L14 19 12 15.5

L15 5 7 6.0

L16 16 23 19.5

L17 5 9 7.0

L18 0 0 0.0

L19 2 2 2.0

L20 20 17 18.5

L21 11 9 10.0

L22 9 9 9.0

L23 2 5 3.5

合計 211 201 206.0

ライン
ヤマトバッタ確認個体数

 

 

 

表 3.2-34 ヤマトバッタ確認個体数の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域 ライン H15 H16 H17
H18(2回
の平均)

H19(2回
の平均)

H20(2回
の平均)

H21(2回
の平均)

H22(2回
の平均)

H23(2回
の平均)

H24(2回
の平均)

H25(2回
の平均)

H26(2回
の平均)

1 0.0 0.0 11.0 3.5 12.5 4.5 3.0 1.5 2.0 0.0 1.0 14.0
2 42.0 17.0 9.0 20.0 48.0 40.0 22.5 11.0 29.5 21.0 25.0 10.5
3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0 5.5 0.0 0.5 0.0 4.0
4 5.0 4.0 7.0 1.0 11.5 20.0 3.0 7.5 15.5 2.5 5.5 6.5
5 23.0 28.0 17.0 8.5 60.0 29.0 48.0 24.5 62.0 41.0 19.5 20.0
6 10.0 3.0 7.0 8.0 7.5 8.0 10.0 14.5 16.0 15.0 14.5 3.0
7 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 4.5 1.5 0.0 0.5 0.0
8 3.0 2.0 0.0 1.5 0.5 5.0 3.5 6.5 7.5 0.5 4.0 1.5
9 34.0 14.0 11.0 24.5 29.0 13.0 19.0 34.5 40.0 53.0 59.0 10.5

10 51.0 21.0 29.0 32.0 49.0 26.5 49.0 21.5 17.0 65.0 64.5 14.0
11 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 2.5 0.0 0.5 0.0
12 0.0 1.0 13.0 1.0 1.0 0.0 1.5 3.5 1.0 1.0 2.0 10.5
13 10.0 21.0 22.0 5.0 24.5 6.0 3.5 26.5 7.5 30.0 36.5 20.5
14 41.0 19.0 26.0 40.0 37.5 20.5 38.5 16.0 46.5 42.0 76.5 15.5
15 10.0 2.0 9.0 3.0 8.5 5.0 3.0 7.0 9.0 13.0 20.0 6.0

231.0 132.0 167.0 150.0 289.5 183.0 204.5 185.5 257.5 284.5 329.0 136.5

区域1

区域2

区域3

区域4

全体
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2) カワラハンミョウ（幼虫） 

①調査結果と経年比較 

カワラハンミョウの幼虫の調査結果を表 3.2-35 に、平成 15 年度から平成 26 年度まで

のライン別巣穴数の経年比較を表 3.2-36 及び図 3.2-24 に示す。また、平成 15年度から

平成 26 年度までの調査結果を図 3.2-27(1)～(12)に示す。 

今年度は、ライン 01、02、11、14 の 4 ライン以外で巣穴を確認した。なお、巣穴数は

昨年度より若干減少しており、確認数最大を記録した平成 19 年度の 20％程度となってい

た。調査開始時からの変遷をみると、平成 15 年度から 19 年度にかけて概ね増加していた

が、その後大幅に減少し、平成 22 年度にはこれまでで最低の 363 個となった。その後の

2年間増加傾向を示したが、平成 24 年度から今年度にかけては、減少傾向にある。 

ライン別では、ライン 3～5及び 11～12 で、これまでにおける最低の確認数となってい

た。砂入れ替え地を調査範囲に含むライン 7～9 においては、これまでで最大の確認数と

なった。また、砂入れ替え地に隣接したライン 6 及び 10 では、これまでの確認数の範囲

内となっていた。したがって、今年度実施した砂入れ替え及びビロードテンツキの移植は、

カワラハンミョウの生息に対して、良好な環境を提供できたものと考えられる。なお、北

側のライン 3～5 で幼虫の巣穴数が一昨年度、昨年度に比べ減少しているが、H22 年度と

はほぼ同等な数であり、本年度の減少が大きな経年変化の幅にあるのか、あるいは、本種

の好む裸地や極めて疎らな草地が植被率の増加で狭められていることによるのかは、現時

点では判断できないため、今後の推移を見守る必要がある。 

一般に、カワラハンミョウの減少要因は、河川や海岸工事による生息地の消失及び分

断化、車両等の乗り入れによる巣穴の破壊、レジャー等による砂浜環境の劣化等が想定

される。白塚海岸では現在のところこのような原因による大きな環境変化は見られてい

ないが、南側のエリアではクロマツが植栽されている箇所があり、クロマツの根張りや

落葉による砂浜環境の変化、植栽作業時の踏み固め及び植栽箇所に搬入された土による

草原化の進行等が、カワラハンミョウの生息環境を悪化させた可能性が考えられる。こ

の他、調査範囲では、ゴルフの練習等による砂面の攪乱や踏み固めが生じており、これ

らもカワラハンミョウの生息に影響を及ぼしている可能性が考えられる。 

カワラハンミョウについては、成虫・幼虫ともに減少傾向にあるが、今年度砂入れ替え

を実施した区域で成虫は概ね平均的な個体数を、幼虫は比較的多く確認されていることか

ら、次年度以降の増加が期待できる。ただし、過年度より減少しているラインでは、特に

その要因が考えられないことから、今後も慎重にモニタリングしていくことが必要である。 

 

②カワラハンミョウとビロードテンツキの分布域の関係 

カワラハンミョウの幼虫の調査結果と、植物調査として実施したビロードテンツキの分

布域とを重ね合わたもの図 3.2-25 に示した。 

カワラハンミョウの幼虫の分布域とビロードテンツキの分布域は、過年度とほぼ同様

な傾向を示したが、L４,L５では堤防に近い側の草地に近い不安帯にも巣穴が確認された。 

ビロードテンツキが生育する場所は、植被率が低いことが多く、待ち伏せて餌を採るカ
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ワラハンミョウ幼虫にとって好適な環境となっている。また、餌となる他の小動物の隠れ

家等となり、餌の供給をもたらしている可能性も考えられる。 

今年度、砂入れ替えを行い、ビロードテンツキを移植した地点についても、同様の傾向

が確認された。 
 

③齢期別調査結果 

現地踏査時に巣穴を確認し、前年度調査と同様に1齢（直径約2mm）、2齢（直径約3mm）、

3齢（直径約 5mm）の巣穴を大きさにより識別した。 

区別する目的は、下記文献により幼虫の期間は長く、少なくとも 1年以上は同じ場所

に生息していることから、1齢と3齢の確認では意味が異なると考えられたことによる。 

すなわち、3 齢が確認されている場合は、少なくとも 1 年以上はその場所に幼虫がい

るということを示し、ほとんど 1齢しか見られない場所は、餌不足か環境の変化のため

成長できないか、新しく生息適地となり、成虫が卵を産んだかのどちらかであると考え

られる。 

齢期別巣穴数のデータが取られている平成 18年から平成 25年の結果を比較して、表 

3.2-37 及び図 3.2-26 に示す。 

今年度調査の巣穴総数は、534 と昨年度の 751 よりも減少しており、これは 3 齢幼虫

の巣穴が 231 減少したことが要因である。しかし、2齢幼虫ではやや減少、1齢幼虫につ

いては、昨年度より約 30 増加していた。3 齢幼虫の巣穴の減少は、調査時期が昨年度

(10/17～18)に比べ今年度(9/30～10/1)は若干早かったことが影響している可能性もあ

ると考えられる。なお、平成 22年度に最低を記録した後は大きな増減がなく、安定した

状況と考えられる。 

昨年度調査では、対前年比で 3齢幼虫が増加しているが、これは 1昨年の 1齢幼虫が

2 齢を経て 3 齢まで順調に成長したものと考えられる。今年度にそれらが羽化したこと

により、成虫の確認数が大きく増加している（前掲表 3.2-31）｡ 

今年度の1齢の多くは砂の入れ替えにより新たに創出された裸地を含むL6,7,8におい

ての確認で、カワラハンミョウが幼虫にとって最適な生息環境である裸地に好んで産卵

する習性によるものと思われる。反面、H19,20 年度に多くの巣穴が確認された L4,5 で

はその後確認数が減少してきており、本種の幼虫の生息環境である草本がまばらに生え

た砂地が減少したことによる可能性が考えられる。このことは調査地南部の L10,12,13

についても同様な結果となっている。徐々にではあるが、植生の変化・植被率の増大に

よりカワラハンミョウ幼虫の生息適地が狭められている可能性があると考えられるが、

現時点では判断できないため、今後の推移を見守る必要がある。 
（p41） 
幼虫は、雌の産卵した場所に巣孔を構え、そこで終齢(3 齢)まで過ごし、巣孔の位置を変え
ることはほとんどない。また、幼虫期間は長く、種や個体によって異なるが 1～数年の幅が
ある。 
(中略)カワラ(ハンミョウ)の幼虫は、海浜植生のある海岸砂丘で見られ、50cm にも達する深
い巣孔を掘っていた。 
「佐藤 綾・榎戸良祐・堀道雄(2004) 海浜性ハンミョウ類の共存機構と日本列島における歴史．昆

虫と自然.ニューサイエンス社,39(14)：38-44」より 
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表 3.2-35 カワラハンミョウ（幼虫）調査結果 

１齢 ２齢 ３齢

L-01 0 0 0 0 0

L-02 0 0 0 0 0

L-03 17 3 14 34 1

L-04 54 21 12 87 1

L-05 9 2 3 14 0

L-06 46 6 10 62 5

L-07 131 8 0 139 0

L-08 69 10 0 79 0

L-09 36 17 0 53 4

L-10 42 3 2 47 2

L-11 0 0 0 0 0

L-12 1 0 0 1 0

L-13 15 3 0 18 0

L-14 0 0 0 0 0

合計 420 73 41 534 13

合計ライン№
齢期

成虫

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 3.2-4 カワラハンミョウ幼虫 
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表 3.2-37 カワラハンミョウ（幼虫）の齢期別にみた巣穴数の経年変化 

 

 

ラインNo. 齢期 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

1齢 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2齢 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3齢 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1齢 0 0 0 0 2 0 0 0 0

2齢 1 0 0 7 0 0 0 0 0

3齢 1 0 0 2 2 0 0 0 0

1齢 50 101 39 57 8 33 146 64 17

2齢 45 68 30 26 10 7 14 49 3

3齢 46 80 82 62 17 31 46 68 14

1齢 82 172 24 86 47 138 213 94 54

2齢 72 131 25 15 19 24 14 11 21

3齢 97 213 109 62 43 57 66 50 12

1齢 63 272 46 53 31 88 98 51 9

2齢 23 107 24 29 8 32 6 12 2

3齢 102 228 135 68 17 39 34 25 3

1齢 58 66 13 7 18 88 102 71 46

2齢 39 31 7 8 3 19 5 5 6

3齢 46 128 62 11 7 52 23 40 10

1齢 0 0 0 0 1 0 0 1 131

2齢 0 0 0 2 0 0 0 0 8

3齢 0 0 0 0 0 2 0 3 0

1齢 1 0 0 0 1 0 0 0 69

2齢 0 0 0 0 1 0 0 0 10

3齢 4 0 0 0 0 0 0 0 0

1齢 41 11 1 2 8 0 0 0 36

2齢 6 1 0 0 13 0 0 0 17

3齢 5 13 2 1 2 0 0 0 0

1齢 232 132 44 19 14 46 32 32 42

2齢 224 69 27 16 6 2 3 0 3

3齢 284 167 154 37 10 24 10 10 2

1齢 44 22 25 2 18 1 2 1 0

2齢 15 2 0 8 2 0 0 0 0

3齢 15 29 28 8 3 5 0 0 0

1齢 148 212 22 5 16 13 15 11 1

2齢 73 78 70 5 1 1 0 1 0

3齢 124 133 205 45 10 4 0 8 0

1齢 234 114 10 13 11 18 11 68 15

2齢 22 44 8 4 4 2 2 8 3

3齢 46 180 104 12 10 36 1 68 0

1齢 0 0 9 0 0 0 0 0 0

2齢 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3齢 0 0 6 0 0 0 0 0 0

2,243 2,804 1,311 672 363 762 843 751 534

L-13

L-14

合計

L-7

L-8

L-9

L-10

L-11

L-12

L-1

L-2

L-3

L-4

L-5

L-6
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